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（教科書 p.106） 

１ 点 P(5) が 2 点 A(𝑎), B(17) を結ぶ線分 AB を 5 ∶ 6 に内分するとき，𝑎 の値を求めよ。 

線分 AB を 5 ∶ 6 に内分する点の座標は 

6 ⋅ 𝑎 + 5 ⋅ 17

5 + 6
=

6𝑎 + 85

11
 

これが，点 P の座標に等しいから 

6𝑎 + 85

11
= 5 

ゆえに  𝒂 = −𝟓 

 

 

 

２ 直線 (𝑘 + 2)𝑥 + (4𝑘 − 3)𝑦 − 5𝑘 + 12 = 0 は，定数 𝑘 の値に関係なく定点を通る。その定点の座

標を求めよ。 

(𝑘 + 2)𝑥 + (4𝑘 − 3)𝑦 − 5𝑘 + 12 = 0 ……① 

①を変形して 

2𝑥 − 3𝑦 + 12 + 𝑘(𝑥 + 4𝑦 − 5) = 0 ……② 

②が 𝑘 の値に関係なく成り立つための条件は 

2𝑥 − 3𝑦 + 12 = 0 かつ 𝑥 + 4𝑦 − 5 = 0 

が成り立つことである。 

この連立方程式を解いて  𝑥 = −3，𝑦 = 2 

ゆえに，直線①は 𝑘 の値に関係なく，定点(−𝟑，𝟐) を通る。 

 

 

３ 直線 2𝑥 + 3𝑦 − 11 = 0 と 2 直線 𝑦 =
1

4
𝑥, 𝑦 = 3𝑥 の交点をそれぞれ

 A, B とするとき，次の問に答えよ。 

(1) 線分 AB の長さを求めよ。 

2𝑥 + 3𝑦 − 11 = 0 と 𝑦 =
1

4
𝑥 を連立させて 

𝑥 = 4，𝑦 = 1 

よって  A(4，1) 

また，2𝑥 + 3𝑦 − 11 = 0 と 𝑦 = 3𝑥 を連立させて 

𝑥 = 1，𝑦 = 3 

よって  B(1，3) 

したがって 

AB = √(1 − 4)2 + (3 − 1)2 = √𝟏𝟑 

 

(2) △ OAB の面積を求めよ。 

原点と直線 2𝑥 + 3𝑦 − 11 = 0 の距離 𝑑 は 

𝑑 =
| −11 |

√22 + 32
=

11

√13
 

ゆえに  △OAB =
1

2
× √13 ×

11

√13
=

𝟏𝟏

𝟐
 

 

 

４ 平面上に長方形 ABCD がある。この平面上の任意の点 P に対して 

PA2 + PC2 = PB2 + PD2 

が成り立つことを証明せよ。 

点 A を原点とし，直線 ABを 𝑥 軸に，直線 AD を 𝑦 軸にとると，

長方形の頂点A，B，C，D の座標はそれぞれ 

A(0，0)，B(𝑎，0)， 

C(𝑎，𝑏)，D(0，𝑏) 

とおける。 

P(𝑥，𝑦) とすると 

PA2 + PC2 = (𝑥2 + 𝑦2) + {(𝑥 − 𝑎)2 + (𝑦 − 𝑏)2} 

= 𝑥2 + (𝑥 − 𝑎)2 + 𝑦2 + (𝑦 − 𝑏)2 

PB2 + PD2 = {(𝑥 − 𝑎)2 + 𝑦2} + {𝑥2 + (𝑦 − 𝑏)2} = 𝑥2 + (𝑥 − 𝑎)2 + 𝑦2 + (𝑦 − 𝑏)2 

ゆえに  PA2 + PC2 = PB2 + PD2  

練習問題Ａ 
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５ 点 (1, 2) を通り，𝑥 軸と 𝑦 軸の両方に接する円の方程式を求めよ。 

求める円の中心は第 1 象限にあるから，半径を𝑟 とすると中心の座標は (𝑟，𝑟) となる。 

よって，求める円の方程式は 

(𝑥 − 𝑟)2 + (𝑦 − 𝑟)2 = 𝑟2 

となる。 

この円が点 (1，2) を通るから 

(1 − 𝑟)2 + (2 − 𝑟)2 = 𝑟2 

𝑟2 − 6𝑟 + 5 = 0 

よって  𝑟 = 1，5 

ゆえに  (𝒙 − 𝟏)𝟐 + (𝒚 − 𝟏)𝟐 = 𝟏， 

     (𝒙 − 𝟓)𝟐 + (𝒚 − 𝟓)𝟐 = 𝟐𝟓 

 

 

 

６ 直線 𝑦 = 𝑥 に関して，円 (𝑥 − 4)2 + (𝑦 + 1)2 = 6 と対称な円の方程式を求めよ。 

与えられた円の中心は (4， − 1) である。 

直線 𝑦 = 𝑥 に関して，この点と対称な点は(−1，4) である。 

対称移動によって円の半径は変わらないから，求める円の方程式は 

(𝒙 + 𝟏)𝟐 + (𝒚 − 𝟒)𝟐 = 𝟔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


